
室根町津谷川地区の中津谷川地

内では、今年も下記日程で「中津谷

川イルミネーション同好会」によるイ

ルミネーション点灯行事を実施しま

す。平成22年に地元有志２人で始

めたイルミネーションですが、年々参

加世帯が増え、今ではその距離約

500ｍに！趣向を凝らしたイルミネー

ションの数々をお楽しみください。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2022.12
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「社交場は畑のど真ん中」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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「岩渕麗楽一関後援会」は、一関市

東山町出身で世界的に活躍するプロ

スノーボーダー・岩渕麗楽さんを応援

しようと平成30年６月に発足した団体

です。同会では、麗楽さんを顕彰し、

その活躍を一緒に応援してくれる会

員を募集しています。入会特典として

麗楽さんの写真入り会員カードと名前

入りボールペンをプレゼント。詳しくは

下記までお問合せください。

「わくわく体操教室」は、「全ては遊

びから始まる」という考え方のもと、お

友達やパパ・ママと一緒に体を動かし

ながら、親子の絆を深めます。体操

競技でインターハイ優勝経験のある

清田博美先生が講師を務め、マット

運動や鉄棒、平均台などを使った運

動も行います。申込は不要です。

両磐地域職業訓練センターでは、「建

設業経理士」の資格取得を目指す方に

向けた受験準備講習を下記日程で行い

ます。詳しくはお問合せください。

G・B Pop Jazz オーケストラ

第３回クリスマスコンサート

イベ

ント 岩渕麗楽一関後援会

会員募集

募集

萩荘黒澤VBC

団員募集

募集

情報

中津谷川イルミネーション

情報

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 54819 -71 24551 -28

花泉 12186 -18 4706 0

川崎 3294 1 1285 2

千厩 9965 -21 4113 -7

大東 12139 -14 4933 2

東山 5939 -13 2278 -4

室根 4445 -19 1767 -9

藤沢 7232 -2 2798 4

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 110019 -157

世帯数 46431 -40

出生数 27 -14

2022年11111111月月月月１１１１日日日日付

(2022年10月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

NPO法人グッジョブクラブ

「わくわく体操教室」

年会費年会費年会費年会費：

<個人会員> １口２,０００円

<法人会員> １口１０,０００円

問合問合問合問合：０１９１-３４-５２２８

（一関市東山市民センター内たいした

もんだ長坂みらい塾・菊池）

活動日活動日活動日活動日：毎月第１・３土曜日

１０時～１２時

場所場所場所場所：一関修紅高校 武道館

(一関市東花王町６-１)

対象対象対象対象：幼児～小学６年生まで

料金料金料金料金：１,５００円／月(初回体験は無料)

問合問合問合問合：０９０-９７４９-０９２９

✉hagita2@r6.dion.ne.jp (萩田)

本誌「団体紹介」にてご紹介した「G・

B Pop Jazzオーケストラ」では、イオン

スーパーセンター一関店(フードコート)

でクリスマスコンサートを開催します。

一足早いクリスマスのひと時、クリス

マスソング(ホワイトクリスマス、そりすべ

り等)のほか、誰もが聞いたことのある

ジャズ曲(真珠の首飾り、ムーンライト

セレナーデ等)の十数曲で会場を盛り

上げます。詳しくは下記まで。

建設業経理検定試験

受験準備講習

講習

点灯期間点灯期間点灯期間点灯期間：２０２２年１１月２３日～

２０２３年１月７日まで

点灯時間点灯時間点灯時間点灯時間：１６時３０分～２１時頃まで

場所場所場所場所：室根町津谷川字本宿周辺

※千厩警察署津谷川駐在所を目指す

問合問合問合問合：０１９１-６５-２５２５

(事務局・佐藤好彦)

１｜二言三言｜ 一関学院高等学校 通信制課程 教頭 橋野 智弘さん

３｜団体紹介｜ Ｇ・Ｂ Pop Jazz オーケストラ

５｜地域紹介｜ 銚子自治会 （川崎）

７｜企業紹介｜ 株式会社 アーアル研究所 (大東)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㉙ 「中間支援」は、必要なのか？

９｜センターの自由研究｜ くらし調査ファイル№20「講」「頼母子」

今月の表紙

こちらに「撫でて」と言っているかのような佇まいのお馬さん。厳美７区に

ある「富山馬頭観音」の石像です。山形県最上郡最上町富澤にある「富山

馬頭観音」から分霊していただいたもので、春は「代参」で山形に行き(現

在は郵送祈祷)、秋は山形からお越しいただき、「御精進」と称した御祈祷

をいただきます。この「代参」と「御精進」を行うために組織しているのが

「講中」。市内各地に今も残る「講中」とは、いったい……？（自由研究）

「萩荘黒澤VBC」では、一緒にバレー

ボールをする仲間を募集しています。

小学生であれば、学校や学年は不問。

バレーボール経験のある保護者には

球出しなどの補助をしてもらい、親子

で一緒に活動することができます。見

学は自由で、週１回からの参加でも

OK！詳しくは下記まで。

活動日活動日活動日活動日：月・水曜日 １６時３０分～１９時

土曜日 ９時～１２時

※土日は大会が入ることがあります。

場所場所場所場所：一関市立萩荘小学校 体育館

(一関市萩荘境ノ神２５３)

問合問合問合問合：０８０-１８３１-４７０４ (渡部)

✉hagisho_kurosawa_vbc@yahoo.co.jp

日時日時日時日時：２０２２年１２月１７日（土）

１５時～１６時３０分

会場会場会場会場：イオンスーパーセンター一関店

フードコート内特設会場

（一関市狐禅寺石ノ瀬１１-１）

料金料金料金料金：観覧無料（自由観覧）

問合問合問合問合：０９０-７０７２-３８５５(事務局・佐藤）

建設業経理事務士建設業経理事務士建設業経理事務士建設業経理事務士((((３３３３級級級級))))：

<日程> ２０２２年１２月７日～１２月２３日

※上記期間中のいずれか３日間

<受講料> 会員 １６,５００円

一般 １９,８００円

建設業経理士建設業経理士建設業経理士建設業経理士((((２２２２級級級級))))：

<日程> ２０２２年１２月８日～

２０２３年２月１７日

※上記期間中のいずれか５日間

<受講料> 会員 ２７,５００円

一般 ３０,８００円

問合問合問合問合：０１９１-５２-２８７９(東磐職業訓練協会)
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地域の「気になる人」を対談でご紹介

一関学院高等学校通信制課程教頭橋野智弘さん ×××× いちのせき市民活動センター センター長小野寺浩樹第１０１回
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当

校

は

狭

域

認

可

で

岩

手

県

と

宮

城

県

の

生

徒

を

受

け

入

れ

て

い

ま

す

。

狭

域

認

可

の

通

信

制

高

校

は

県

内

に

４

校

の

み

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

広

域

認

可

の

通

信

制

高

校

は

増

え

て

い

ま

す

が

、

本

校

が

地

元

に

な

い

と

不

安

が

…
…

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

当

校

の

場

合

は

、

全

日

制

も

展

開

す

る

地

元

の

学

校

で

す

し

、

通

信

制

課

程

は

地

域

に

お

け

る

一

つ

の

「

受

け

皿

」

と

し

て

平

成

15

年

か

ら

設

置

し

て

い

ま

す

。

私

は

全

日

制

の

教

師

と

し

て

着

任

し

、

通

信

制

課

程

の

立

ち

上

げ

か

ら

関

わ

っ

て

い

る

生

き

字

引

の

よ

う

な

立

場

で

す

(

笑

)

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

卒

業

し

た

後

も

地

元

の

母

校

に

先

生

が

い

る

と

い

う

の

は

安

心

で

す

よ

ね

。

「

受

け

皿

」

と

い

う

こ

と

で

す

が

、

教

育

の

現

場

だ

け

で

な

く

、

地

域

の

中

で

も

「

学

校

に

行

か

ず

家

か

ら

出

ら

れ

な

い

子

が

増

え

て

い

る

」

と

い

う

声

が

増

え

て

い

ま

す

。

通

信

制

課

程

に

通

っ

て

い

る

生

徒

さ

ん

た

ち

の

中

に

は

そ

の

よ

う

な

子

も

多

い

の

で

し

ょ

う

か

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

当

校

の

生

徒

の

多

く

は

高

校

に

該

当

す

る

年

齢

で

す

が

、

入

学

の

背

景

は

か

な

り

多

様

で

す

。

そ

の

中

で

も

、

全

日

制

か

ら

の

転

校

で

は

な

く

、

中

学

校

で

不

登

校

に

な

っ

た

子

が

、

ス

ト

レ

ー

ト

で

通

信

制

を

選

択

す

る

と

い

う

ケ

ー

ス

が

増

え

て

き

て

い

ま

す

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

高

校

進

学

の

選

択

肢

の

幅

が

広

が

っ

て

き

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

す

か

？

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

そ

う

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

一

昔

前

は

昼

間

に

働

い

て

夜

に

就

学

す

る

と

い

う

生

徒

が

夜

間

定

時

制

に

通

う

と

い

う

程

度

の

選

択

肢

で

し

た

が

、

今

は

昼

間

定

時

制

や

当

校

の

よ

う

な

通

信

制

が

あ

る

。

定

時

制

は

時

間

が

全

日

制

と

異

な

る

だ

け

で

、

基

本

的

に

は

毎

日

対

面

で

の

授

業

が

あ

り

ま

す

。

定

時

制

の

中

で

も

、

就

労

目

的

で

な

け

れ

ば

昼

間

定

時

制

を

選

択

し

た

り

、

対

面

で

の

人

間

関

係

に

抵

抗

が

あ

る

場

合

に

は

当

校

の

よ

う

な

通

信

制

を

選

択

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

当

校

は

通

信

制

で

す

が

、

３

年

で

卒

業

す

る

こ

と

も

可

能

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

な

る

ほ

ど

。

３

年

で

卒

業

で

き

る

と

い

う

の

は

「

単

位

制

」

と

い

う

仕

組

み

だ

か

ら

で

す

よ

ね

？

高

校

で

単

位

制

と

い

う

の

は

イ

メ

ー

ジ

が

し

に

く

い

の

で

す

が

…
…

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

高

校

の

卒

業

に

必

要

な

単

位

は

文

科

省

で

74

単

位

と

定

め

ら

れ

て

い

て

、

こ

れ

は

全

日

制

・

通

信

制

・

定

時

制

に

共

通

し

ま

す

。

当

校

の

場

合

、

単

位

制

な

の

で

、

大

学

と

同

様

、

履

修

登

録

を

し

ま

す

。

必

修

単

位

と

選

択

単

位

が

あ

り

、

１

年

間

の

上

限

30

単

位

の

中

で

組

み

立

て

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

全

日

制

課

程

か

ら

転

校

し

て

き

た

場

合

は

ど

う

な

り

ま

す

か

？

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

例

え

ば

２

年

生

ま

で

全

日

制

を

終

え

て

の

転

校

の

場

合

、

60

単

位

く

ら

い

の

持

ち

込

み

と

な

り

、

残

り

の

14

単

位

を

修

得

す

れ

ば

良

い

ん

で

す

。

た

だ

し

、

全

日

制

の

場

合

、

学

年

の

途

中

で

の

単

位

認

定

は

あ

り

ま

せ

ん

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

年

度

末

を

待

た

ず

に

転

校

す

る

と

、

そ

こ

ま

で

の

履

修

は

な

か

っ

た

こ

と

に

な

る

と

い

う

こ

と

？

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

そ

う

で

す

。

不

登

校

の

ま

ま

年

度

末

ま

で

在

籍

し

、

単

位

の

修

得

が

進

級

判

定

会

議

で

認

め

ら

れ

な

け

れ

ば

、

留

年

扱

い

と

な

り

、

単

位

は

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

う

な

る

と

同

じ

年

齢

の

子

た

ち

と

の

卒

業

が

で

き

な

く

な

り

ま

す

よ

ね

。

単

位

制

で

あ

れ

ば

修

得

し

た

単

位

は

生

き

る

の

で

、

そ

う

い

う

こ

と

は

な

い

ん

で

す

が

…
…

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

学

校

生

活

に

馴

染

め

な

い

と

い

う

子

た

ち

に

と

っ

て

は

、

単

位

制

の

方

が

合

っ

て

い

る

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

テ

ス

ト

な

ど

の

際

に

も

、

当

校

通

信

制

課

程

の

場

合

、

一

定

時

間

を

過

ぎ

れ

ば

、

終

了

し

た

人

か

ら

退

席

し

て

良

い

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

本

当

に

大

学

の

よ

う

で

す

ね

。

ど

う

し

て

も

通

信

制

と

い

う

も

の

に

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

な

イ

メ

ー

ジ

を

抱

き

が

ち

で

す

が

、

こ

う

い

う

仕

組

み

で

あ

れ

ば

卒

業

で

き

る

子

た

ち

が

少

な

か

ら

ず

い

る

と

思

う

の

で

、

「

単

位

制

の

通

信

制

高

校

」

と

い

う

存

在

を

周

知

し

て

い

き

た

い

で

す

ね

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

当

校

通

信

制

の

長

所

の

一

つ

に

「

年

齢

を

ず

ら

さ

ず

に

次

に

出

し

て

あ

げ

る

こ

と

」

が

あ

り

ま

す

。

本

来

、

高

校

含

め

学

校

は

「

学

問

」

の

場

で

あ

り

、

卒

業

の

有

無

や

年

齢

よ

り

も

学

ん

だ

中

身

が

重

要

な

は

ず

な

ん

で

す

が

、

今

は

就

学

支

援

金

制

度

も

あ

り

、

高

校

を

出

る

の

が

普

通

に

な

っ

て

い

て

、

か

つ

、

高

校

の

卒

業

が

就

職

や

社

会

に

出

る

た

め

の

重

要

な

要

素

に

な

っ

て

し

ま

っ

て

い

ま

す

。

全

日

制

高

校

か

ら

の

場

合

、

３

年

生

は

10

月

、

１

・

２

年

生

は

12

月

ま

で

に

当

校

通

信

制

に

転

校

す

れ

ば

、

年

齢

を

ず

ら

さ

ず

に

卒

業

で

き

る

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

例

え

ば

夏

休

み

明

け

か

ら

学

校

に

行

け

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

と

い

う

場

合

、

10

月

か

12

月

ま

で

に

通

信

制

に

転

校

す

れ

ば

、

間

に

合

う

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

親

の

覚

悟

や

判

断

の

タ

イ

ミ

ン

グ

も

重

要

で

す

ね

。

橋

野

橋

野

橋

野

橋

野

当

校

の

場

合

、

進

学

校

か

ら

転

入

し

て

き

た

子

も

い

る

の

で

、

元

々

学

力

が

高

い

子

な

ど

は

、

国

立

大

学

や

難

関

私

立

大

学

に

進

学

し

て

い

ま

す

。

時

間

は

た

っ

ぷ

り

あ

る

の

で

、

予

備

校

に

通

う

な

ど

、

進

学

の

準

備

は

充

分

可

能

で

す

。

総

合

型

選

抜

や

公

募

制

推

薦

の

指

導

も

し

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

通

信

制

高

校

の

イ

メ

ー

ジ

を

我

々

親

世

代

や

地

域

が

リ

セ

ッ

ト

す

る

こ

と

で

、

再

び

社

会

に

つ

な

が

っ

て

い

け

る

子

ど

も

た

ち

が

増

え

る

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

(

次

号

へ

続

く

)

２

/ 110,019

二言

三言

※
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※４ 高等学校等における教育に係る経済的負担の軽減を図り、もって教育の実質的な機会均等に寄与することを目的に、授業料に充てるための就学

支援金を支給するもの。国公私立問わず、高等学校等に通う所得等要件を満たす世帯(年収約910万円未満の世帯)が対象。

※１ 「岩手県立杜陵高等学校」「岩手県立杜陵高等学校奥州校(岩手県立水沢商業高校内)」 ／ ※２ 「一関学院高等学校」「盛岡中央高等学校 単位制」

※３ 学年による教育課程の区分を設けず、決められた単位を修得すれば卒業が認められる。昭和63年度から定時制・通信制課程において導入され、平成5年

度からは全日制課程においても設置が可能に。
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として従事。令和４年度より同課程教頭へ。現在も

教壇に立ち続けている。京都府出身、一関市在住。

※

４



そ

こ

で

、

市

内

外

の

吹

奏

楽

経

験

者

に

声

を

か

け

る

な

ど

、

勧

誘

活

動

に

力

を

注

ぐ

こ

と

に

。

そ

の

成

果

が

実

り

、

当

時

、

助

っ

人

演

奏

者

と

し

て

協

力

を

も

ら

っ

て

い

た

吹

奏

楽

経

験

者

な

ど

が

プ

ロ

級

の

経

験

者

を

紹

介

し

て

く

れ

る

な

ど

、

徐

々

に

輪

が

広

が

り

、

会

員

獲

得

も

さ

る

こ

と

な

が

ら

、

ベ

テ

ラ

ン

メ

ン

バ

ー

に

も

刺

激

が

。

演

奏

力

が

向

上

し

、

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

と

し

て

も

復

活

し

た

の

で

す

。

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

と

し

て

の

演

奏

が

再

び

可

能

に

な

る

と

、

活

動

を

岩

手

県

全

域

へ

、

さ

ら

に

は

県

外

に

も

広

げ

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

平

成

３

年

に

「

岩

手

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

連

盟

(

Ｉ

Ｂ

Ｌ

)

」

に

加

入

し

、

年

１

回

の

持

ち

回

り

合

同

コ

ン

サ

ー

ト

に

参

加

。

当

時

、

岩

手

県

内

は

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

が

盛

ん

で

、

最

盛

期

に

は

高

レ

ベ

ル

な

団

体

含

め

十

数

団

体

が

名

を

連

ね

て

お

り

、

そ

ん

な

県

内

各

地

の

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

と

の

交

流

を

深

め

つ

つ

、

イ

ベ

ン

ト

運

営

の

ノ

ウ

ハ

ウ

と

自

バ

ン

ド

の

演

奏

力

を

高

め

て

い

き

ま

し

た

。

平

成

６

年

に

は

「

定

禅

寺

ス

ト

リ

ー

ト

ジ

ャ

ズ

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

」

に

初

出

場

(

初

回

は

審

査

を

経

て

参

加

が

決

定

す

る

)

し

、

以

後

10

年

連

続

で

出

場

・

演

奏

。

ま

た

、

同

時

期

に

一

関

文

化

協

会

に

加

入

す

る

と

、

毎

年

の

定

期

演

奏

会

を

文

化

セ

ン

タ

ー

大

ホ

ー

ル

で

開

催

す

る

よ

う

に

。

そ

う

し

た

活

動

が

評

価

さ

れ

、

平

成

12

年

、

広

島

県

で

開

催

さ

れ

た

「

第

15

回

国

民

文

化

祭

」

に

「

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

Ｊ

Ａ

Ｚ

Ｚ

」

の

枠

で

出

場

す

る

こ

と

が

決

定

(

岩

手

県

教

育

委

員

会

事

務

局

生

涯

学

習

文

化

課

か

ら

の

推

薦

)

！

出

場

を

機

に

バ

ン

ド

名

を

「

Ｇ

・

Ｂ

Ｐ

ｏ

ｐ

Ｊ

ａ

ｚ

ｚ

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

」

に

変

更

し

、

全

国

か

ら

集

ま

っ

た

千

人

近

く

の

観

客

を

前

に

５

曲

を

披

露

し

て

き

ま

し

た

。

企

業

の

同

好

会

活

動

を

経

て

、

社

会

人

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

と

し

て

成

長

し

て

き

た

同

会

は

、

現

在

平

均

年

齢

が

68

歳

。

国

民

文

化

祭

で

共

に

演

奏

し

た

仲

間

の

多

く

は

引

退

し

、

当

時

を

知

る

メ

ン

バ

ー

は

７

人

。

そ

の

多

く

が

70

代

に

突

入

し

ま

し

た

。

「

我

ら

の

モ

ッ

ト

ー

は

『

演

奏

し

て

楽

し

く

、

聞

い

て

も

楽

し

く

』

。

我

々

演

奏

者

は

も

ち

ろ

ん

、

聞

い

て

く

れ

る

方

々

が

音

楽

で

懐

か

し

ん

だ

り

、

リ

ズ

ム

を

と

っ

た

り

楽

し

ん

で

く

れ

る

こ

と

が

一

番

だ

ね

。

バ

ン

ド

は

人

が

い

な

い

と

成

り

立

た

な

い

、

み

ん

な

で

気

持

ち

よ

く

集

ま

っ

て

活

動

を

続

け

ら

れ

れ

ば

」

と

笑

顔

を

見

せ

る

村

上

さ

ん

。

現

在

は

地

域

イ

ベ

ン

ト

等

に

呼

ば

れ

て

演

奏

す

る

機

会

が

多

く

、

「

Ｎ

Ｅ

Ｃ

時

代

の

同

僚

な

ど

か

ら

の

紹

介

や

、

バ

ン

ド

メ

ン

バ

ー

と

イ

ベ

ン

ト

主

催

者

と

の

良

い

関

係

が

あ

っ

て

の

こ

と

」

と

続

け

ま

す

。

「

夢

は

定

禅

寺

！

も

う

一

度

出

場

す

る

こ

と

を

目

標

に

頑

張

り

ま

し

ょ

う

よ

！

」

と

会

長

に

檄

を

飛

ば

す

佐

藤

さ

ん

。

13

人

の

会

員

プ

ラ

ス

助

っ

人

奏

者

の

応

援

を

も

ら

い

な

が

ら

、

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

ス

タ

イ

ル

を

貫

き

続

け

ま

す

。

佐藤廣治佐藤廣治佐藤廣治佐藤廣治さんさんさんさん

「ハーモニーが決まっ

た時は最高の気分で

す」という佐藤さんは

各種連絡調整を細かく

担当。軽音楽同好会か

ら数えると活動歴約50

年！

村上仁村上仁村上仁村上仁さんさんさんさん

ビッグバンドのダイナ

ミックサウンドをこよ

なく愛す村上さんは、

ＩＢＬへの加入を行う

など、団体飛躍の立役

者です。

昭

和

45

年

に

操

業

開

始

し

た

「

東

北

日

本

電

気

(

の

ち

の

Ｎ

Ｅ

Ｃ

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

ズ

株

式

会

社

。

以

下

、

Ｎ

Ｅ

Ｃ

)

」

。

当

時

は

、

企

業

の

福

利

厚

生

の

一

環

と

し

て

ク

ラ

ブ

活

動

な

ど

社

員

の

余

暇

活

動

を

支

援

す

る

企

業

も

多

く

、

Ｎ

Ｅ

Ｃ

で

も

様

々

な

ク

ラ

ブ

活

動

が

行

わ

れ

て

い

ま

し

た

。

そ

の

一

つ

が

「

軽

音

楽

同

好

会

」

。

「

上

司

に

あ

た

る

人

も

メ

ン

バ

ー

に

い

ま

し

た

が

、

ク

ラ

ブ

活

動

で

は

み

ん

な

仲

間

と

し

て

音

楽

を

愉

し

ん

で

来

ま

し

た

」

と

振

り

返

る

の

は

、

昭

和

46

年

に

高

卒

第

１

期

生

と

し

て

入

社

し

、

「

軽

音

楽

同

好

会

」

に

入

会

し

た

佐

藤

廣

治

さ

ん

で

す

。

年

頭

式

や

運

動

会

な

ど

の

社

内

行

事

の

ほ

か

、

福

祉

作

業

所

や

高

齢

者

施

設

等

の

慰

問

活

動

な

ど

で

も

演

奏

を

し

て

い

た

佐

藤

さ

ん

た

ち

で

す

が

、

特

に

名

称

を

持

た

ず

に

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

活

動

を

し

て

い

た

た

め

、

メ

ン

バ

ー

か

ら

「

慰

問

活

動

等

を

し

て

い

く

中

で

、

バ

ン

ド

名

称

が

な

い

の

は

い

か

が

な

も

の

か

？

」

と

い

う

話

が

。

そ

こ

で

、

昭

和

50

年

代

後

半

、

当

時

Ｎ

Ｅ

Ｃ

が

提

唱

し

て

い

た

「

グ

リ

ー

ン

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

活

動

(

環

境

に

配

慮

し

た

活

動

)

」

か

ら

「

Ｎ

Ｅ

Ｃ

グ

リ

ー

ン

バ

ン

ド

(

略

称

Ｇ

Ｂ

)

」

と

命

名

。

現

在

の

団

体

名

称

へ

と

つ

な

が

っ

て

い

き

ま

す

。

佐

藤

さ

ん

か

ら

遅

れ

る

こ

と

約

15

年

、

現

代

表

の

村

上

仁

さ

ん

が

入

会

。

吹

奏

楽

の

経

験

が

あ

り

、

行

動

力

も

あ

る

こ

と

か

ら

リ

ー

ダ

ー

に

抜

擢

さ

れ

ま

す

。

し

か

し

、

そ

の

頃

(

平

成

初

頭

)

に

は

企

業

の

福

利

厚

生

を

利

用

し

た

余

暇

活

動

よ

り

も

個

人

的

な

繋

が

り

を

好

む

世

代

が

増

え

、

当

初

は

17

人

編

成

が

組

め

て

い

た

同

会

で

す

が

、

メ

ン

バ

ー

が

10

人

ほ

ど

に

減

少

し

、

継

続

が

難

し

い

状

況

に

…
…

。

「

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

は

17

人

編

成

が

基

本

な

の

で

、

人

数

が

足

り

な

い

と

ど

う

し

て

も

演

奏

の

魅

力

に

欠

け

て

し

ま

う

ん

で

す

よ

」

と

振

り

返

る

村

上

さ

ん

。

３４

団体

紹介

ＧＧＧＧ・・・・ＢＢＢＢ PopPopPopPop JazzJazzJazzJazz オーケストラオーケストラオーケストラオーケストラ

平均年齢68歳のビッグバンド※。毎週日

曜日の15時～17時になのはなプラザ地下の

ミュージックルームで定例練習を行いつつ、

演奏活動を行っている。

演

奏

演

奏

演

奏

演

奏

し

て

し

て

し

て

し

て

楽楽楽楽

し

く

し

く

し

く

し

く

、、、、

聞聞聞聞

い

て

も

い

て

も

い

て

も

い

て

も

楽楽楽楽

し

く

し

く

し

く

し

く

昭

和

の

企

業

は

ク

ラ

ブ

活

動

が

盛

ん

だ

っ

た

！

- Photo gallery -gallery -

地

域

地

域

地

域

地

域

イ

ベ

ン

ト

で

の

イ

ベ

ン

ト

で

の

イ

ベ

ン

ト

で

の

イ

ベ

ン

ト

で

の

演

奏

演

奏

演

奏

演

奏

レ

パ

ー

ト

リ

ー

は

４

０

０

曲

以

上

。

イ

ベ

ン

ト

に

合

わ

せ

、

ジ

ャ

ズ

だ

け

で

は

な

く

、

歌

謡

曲

や

子

ど

も

た

ち

が

知

っ

て

い

る

曲

に

も

対

応

し

ま

す

。

国

民

文

化

祭

国

民

文

化

祭

国

民

文

化

祭

国

民

文

化

祭

に

て

に

て

に

て

に

て

カ

ナ

ダ

出

身

の

英

会

話

の

先

生

が

ボ

ー

カ

ル

で

加

入

す

る

な

ど

、

演

奏

力

の

高

か

っ

た

全

盛

期

。

岩

手

県

代

表

で

演

奏

し

て

き

ま

し

た

。

い

つ

か

ま

た

こ

こ

で

い

つ

か

ま

た

こ

こ

で

い

つ

か

ま

た

こ

こ

で

い

つ

か

ま

た

こ

こ

で

！！！！

平

成

６

年

か

ら

10

年

参

加

し

た

「

定

禅

寺

ス

ト

リ

ー

ト

ジ

ャ

ズ

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

」

。

ジ

ャ

ズ

奏

者

に

は

有

名

な

舞

台

で

あ

り

同

会

の

目

標

で

す

。

由

来

由

来

由

来

由

来

をををを

語語語語

りりりり

継継継継

ぐぐぐぐ

譜

面

台

譜

面

台

譜

面

台

譜

面

台

Ｎ

Ｅ

Ｃ

時

代

か

ら

使

っ

て

い

る

思

い

出

の

つ

ま

っ

た

譜

面

台

。

「

Ｇ

・

Ｂ

」

と

刻

ま

れ

た

特

注

品

で

、

現

在

の

名

称

に

も

繋

が

り

が

あ

り

ま

す

。

Ｑ.あなたにとってジャズ音楽とは？

代表代表代表代表 事務局事務局事務局事務局((((自称自称自称自称))))

Ｇ・Ｂ Pop Jazz オーケストラ

誰

も

が

音

楽

を

楽

し

め

る

バ

ン

ド

へ
むらかみ ひとし さとう ひろじ

Ａ.ともかくみんなで

楽しむもの！

Ａ.人生の楽しみ

岩

手

県

代

表

に

も

！

華

々

し

い

全

盛

期

TEL:090-7072-3855(事務局：佐藤)

写真：「いちのせき市民フェスタ22」内の特別企

画に参加した際の演奏風景(令和４年８月)

※ポピュラー音楽(特にジャズ)におけるバンド形式

の一つで、基本はサックス５人、トロンボーン４人、

トランペット４人、ピアノ、ギター、ベース、ドラ

ムの17人編成



の

は

睦

会

部

(

む

つ

み

か

い

ぶ

)

と

い

う

老

人

ク

ラ

ブ

が

中

心

と

な

っ

た

部

会

と

産

業

部

で

す

。

睦

会

部

の

メ

ン

バ

ー

の

多

く

は

「

け

や

き

の

会

」

と

い

う

サ

ー

ク

ル

活

動

も

行

っ

て

お

り

、

週

に

１

回

手

芸

な

ど

を

愉

し

み

、

出

来

上

が

っ

た

作

品

は

、

一

関

市

川

崎

市

民

セ

ン

タ

ー

で

開

催

さ

れ

る

「

川

崎

文

化

祭

」

に

て

、

自

治

会

代

表

と

し

て

展

示

。

干

支

人

形

な

ど

、

見

る

人

の

目

を

楽

し

ま

せ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

子

ど

も

会

(

令

和

４

年

度

は

小

学

生

６

人

)

で

は

資

源

回

収

を

年

２

回

実

施

し

て

お

り

、

産

業

部

が

協

力

。

回

収

す

る

資

源

ゴ

ミ

は

事

前

の

運

び

込

の

ほ

か

、

当

日

も

軽

ト

ラ

ッ

ク

で

回

収

に

回

る

な

ど

、

住

民

総

出

で

参

加

。

子

ど

も

た

ち

自

身

も

張

り

切

っ

て

ビ

ン

や

缶

・

段

ボ

ー

ル

等

を

回

収

し

ま

す

。

子

ど

も

た

ち

は

そ

の

後

、

「

子

ど

も

農

園

」

と

い

う

自

治

会

の

畑

に

て

サ

ト

イ

モ

・

サ

ツ

マ

イ

モ

の

苗

植

え

体

験

。

大

人

た

ち

に

作

業

手

順

を

教

わ

り

な

が

ら

、

楽

し

く

体

験

を

行

い

ま

す

。

そ

う

し

た

自

治

会

の

動

き

は

、

同

自

治

会

の

広

報

紙

「

お

！

銚

子

だ

よ

り

」

に

て

紹

介

。

自

治

会

と

し

て

取

り

組

む

活

動

の

紹

介

・

報

告

は

も

ち

ろ

ん

、

自

治

会

員

の

個

別

の

活

動

も

紹

介

し

て

い

ま

す

。

同

広

報

で

は

情

報

発

信

だ

け

で

な

く

、

自

治

会

運

営

に

つ

い

て

の

ア

イ

デ

ア

募

集

も

常

に

行

っ

て

お

り

、

そ

の

時

そ

の

時

の

地

域

住

民

の

「

声

」

を

吸

い

上

げ

、

自

治

会

の

成

長

に

つ

な

げ

る

こ

と

を

意

識

し

て

い

る

の

だ

と

か

。

鈴

木

さ

ん

は

「

常

日

頃

か

ら

誰

と

で

も

交

流

で

き

る

場

を

作

る

こ

と

が

大

切

」

と

語

り

、

「

そ

の

交

流

が

、

住

ん

で

い

る

人

の

生

き

が

い

に

も

つ

な

が

れ

ば

」

と

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

少

子

高

齢

化

に

よ

り

、

自

治

会

の

活

動

財

源

確

保

が

難

し

く

な

る

中

、

同

自

治

会

で

は

お

金

を

生

み

出

す

仕

組

み

と

し

て

、

令

和

元

年

９

月

に

太

陽

光

パ

ネ

ル

を

設

置

し

、

売

電

を

始

め

ま

し

た

。

設

置

に

あ

た

っ

て

は

、

地

域

住

民

か

ら

の

「

設

置

し

て

ど

う

な

る

の

か

」

と

い

う

疑

問

の

声

も

多

数

。

「

丁

寧

に

説

明

す

る

こ

と

を

心

掛

け

た

」

と

い

う

鈴

木

さ

ん

は

、

財

源

確

保

と

い

う

視

点

だ

け

で

な

く

、

災

害

時

の

電

源

確

保

と

い

う

視

点

も

訴

え

ま

し

た

。

東

日

本

大

震

災

の

停

電

時

に

は

発

電

機

を

使

用

し

ま

し

た

が

、

不

便

な

点

も

。

自

治

会

館

(

銚

子

研

修

セ

ン

タ

ー

)

を

避

難

場

所

と

し

、

電

気

が

建

物

か

ら

直

接

と

れ

る

よ

う

に

す

る

こ

と

で

、

災

害

時

の

安

全

安

心

に

つ

な

げ

る

と

い

う

狙

い

も

あ

っ

た

こ

と

か

ら

、

約

１

年

間

説

明

の

機

会

を

持

ち

続

け

ま

し

た

。

自

治

会

館

へ

の

設

置

を

目

指

す

た

め

、

パ

ネ

ル

を

設

置

す

る

具

体

的

な

場

所

や

方

向

な

ど

は

、

念

入

り

に

検

討

を

重

ね

ま

し

た

。

「

業

者

で

す

ら

知

ら

な

い

補

助

制

度

な

ど

も

調

べ

、

誰

よ

り

も

詳

し

く

な

っ

た

」

と

当

時

を

振

り

返

る

鈴

木

さ

ん

。

地

域

を

よ

り

良

く

し

た

い

と

い

う

一

心

で

取

り

組

み

、

自

治

会

館

の

屋

根

に

設

置

さ

れ

た

計

20

枚

の

パ

ネ

ル

は

、

「

安

心

」

を

生

み

出

す

べ

く

、

今

日

も

輝

い

て

い

ま

す

。

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長

鈴木義広鈴木義広鈴木義広鈴木義広さんさんさんさん

４期８年目。地域住民

の声に積極的に耳を傾

けてきた鈴木さんは、

「農事組合法人門崎

ファーム」の総務部長

(３年目)としても活躍

しています。

鈴木利幸鈴木利幸鈴木利幸鈴木利幸さんさんさんさん

１期２年目。若い頃は

青年部に携わっていた

ものの、20年前から単

身赴任生活に……。地

元に戻ってきたと同時

に副会長に抜擢され、

現在に至ります。

１

０

５

６

年

、

前

九

年

の

役

で

、

安

倍

貞

任

が

朝

廷

軍

源

頼

義

を

迎

え

撃

つ

た

め

、

兵

を

構

え

た

の

が

「

河

崎

の

柵

」

。

そ

ん

な

歴

史

的

な

場

所

を

擁

す

る

の

が

銚

子

自

治

会

で

す

。

北

上

川

の

流

域

に

位

置

す

る

同

自

治

会

エ

リ

ア

で

は

、

例

年

９

月

に

開

催

さ

れ

る

「

北

上

川

流

域

交

流

Ｅ

ボ

ー

ト

大

会

(

同

実

行

委

員

会

主

催

)

」

な

ど

、

各

種

イ

ベ

ン

ト

が

開

催

さ

れ

る

た

め

、

積

極

的

に

連

携

し

て

き

ま

し

た

。

そ

の

一

つ

が

「

自

治

会

盆

踊

り

大

会

」

。

毎

年

８

月

15

日

に

開

催

す

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

が

、

こ

れ

は

翌

日

に

開

催

さ

れ

る

「

か

わ

さ

き

夏

ま

つ

り

『

お

ら

が

自

慢

の

で

っ

か

い

花

火

』

(

同

実

行

委

員

会

主

催

)

」

に

合

わ

せ

て

帰

省

す

る

同

自

治

会

出

身

者

に

も

参

加

し

て

も

ら

う

た

め

。

帰

省

者

と

の

交

流

が

で

き

る

場

と

し

て

、

30

年

以

上

企

画

・

運

営

し

て

き

ま

し

た

。

各

部

会

が

協

力

し

て

組

む

櫓

を

囲

ん

で

行

わ

れ

る

盆

踊

り

は

仮

装

形

式

。

仮

装

し

て

の

参

加

は

約

20

人

程

、

全

体

で

は

１

０

０

人

程

が

楽

し

み

ま

す

。

ま

た

、

盆

踊

り

に

用

い

る

曲

は

同

自

治

会

出

身

者

が

作

詞

作

曲

し

た

「

銚

子

音

頭

」

。

振

り

付

け

も

同

様

に

同

自

治

会

出

身

者

が

行

っ

た

も

の

で

、

長

年

地

域

住

民

に

愛

さ

れ

て

い

ま

す

。

前

述

の

「

北

上

川

流

域

交

流

Ｅ

ボ

ー

ト

大

会

」

に

も

初

年

度

(

平

成

7

年

)

か

ら

参

加

し

続

け

て

い

る

同

自

治

会

。

毎

年

、

若

手

チ

ー

ム

「

河

崎

の

柵

」

と

、

年

長

チ

ー

ム

「

お

銚

子

ク

ラ

ブ

」

の

２

チ

ー

ム

で

出

場

し

て

お

り

、

決

勝

戦

に

残

る

こ

と

も

多

々

！

大

会

後

に

は

女

性

部

が

作

る

豚

汁

を

食

べ

な

が

ら

来

年

度

の

作

戦

会

議

を

含

め

た

反

省

会

を

実

施

し

、

絆

を

深

め

て

い

ま

す

。

自

治

会

長

の

鈴

木

義

広

さ

ん

は

「

地

域

に

あ

る

人

材

・

も

の

を

活

用

し

、

地

域

の

歴

史

や

資

源

を

後

世

に

残

し

て

い

く

こ

と

が

今

い

る

人

た

ち

の

役

割

」

と

、

語

り

ま

す

。

部

会

制

を

と

っ

て

い

る

同

自

治

会

で

す

が

、

花

壇

整

備

な

ど

を

担

っ

て

い

る

銚子自治会

５６

自

治

会

自

治

会

自

治

会

自

治

会

でででで

売

電

売

電

売

電

売

電

！

「

！

「

！

「

！

「

安

心

安

心

安

心

安

心

」」」」

をををを

生生生生

みみみみ

出出出出

す

た

め

に

す

た

め

に

す

た

め

に

す

た

め

に

交

流

人

口

の

多

い

集

落

だ

か

ら

こ

そ

- Photo gallery -gallery -

ＥＥＥＥ

ボ

ー

ト

ボ

ー

ト

ボ

ー

ト

ボ

ー

ト

大

会

大

会

大

会

大

会

「

河

崎

の

柵

」

「

お

銚

子

ク

ラ

ブ

」

と

も

に

優

勝

経

験

あ

り

！

終

わ

っ

た

後

の

慰

労

会

を

楽

し

み

に

、

オ

ー

ル

を

精

一

杯

漕

ぎ

続

け

ま

す

(

笑

)

歴

史

歴

史

歴

史

歴

史

をををを

語語語語

りりりり

継継継継

ぐ

た

め

に

ぐ

た

め

に

ぐ

た

め

に

ぐ

た

め

に

「

河

崎

の

柵

」

に

つ

い

て

説

明

す

る

看

板

や

そ

の

周

辺

を

管

理

し

て

い

る

同

自

治

会

。

花

壇

も

整

備

し

、

景

観

保

全

に

努

め

て

い

ま

す

。

太

陽

光

発

電

太

陽

光

発

電

太

陽

光

発

電

太

陽

光

発

電

でででで

安

心

安

心

安

心

安

心

をををを

災

害

時

も

意

識

し

て

導

入

し

た

太

陽

光

発

電

。

毎

月

の

発

電

量

は

モ

ニ

タ

ー

で

確

認

で

き

る

ほ

か

、

年

末

に

売

電

量

を

住

民

に

報

告

し

て

い

ま

す

。

自

治

会

盆

踊

自

治

会

盆

踊

自

治

会

盆

踊

自

治

会

盆

踊

りりりり

大

会

大

会

大

会

大

会

多

世

代

が

集

ま

る

交

流

の

場

、

地

元

の

人

が

集

ま

る

場

と

し

て

、

銚

子

研

修

セ

ン

タ

ー

(

＝

自

治

会

館

)

前

で

開

催

。

写

真

は

平

成

29

年

の

様

子

。

地域

紹介

銚子自治会銚子自治会銚子自治会銚子自治会((((門崎門崎門崎門崎))))

県道168号薄衣舞川線沿いに位置(東はJR陸

中門崎駅手前まで)し、行政区は「銚子」。

61世帯200人が暮らす。総務部、産業部、教

育文化部、社会環境部、青年部、女性部、睦

会部で構成。

川崎

「

安

心

」

と

「

財

源

」

を

確

保

す

る

仕

組

み

既

存

団

体

・

組

織

と

の

連

携

で

や

り

が

い

と

生

き

が

い

を

すずきよしひろ すずき としゆき

Ａ.わ(和・輪) Ａ.心のふるさと そのもの

左の写真：「地域防災マップ」を作成したときの様子

(平成30年)

副会長兼総務部長副会長兼総務部長副会長兼総務部長副会長兼総務部長



光

学

レ

ン

ズ

を

使

用

す

る

双

眼

鏡

な

ど

、

時

に

軍

も

使

用

し

、

戦

争

で

使

わ

れ

て

き

た

と

い

う

側

面

も

あ

る

光

学

機

器

。

日

本

に

お

い

て

は

第

二

次

世

界

大

戦

中

、

貿

易

ル

ー

ト

の

途

絶

に

よ

り

、

海

外

か

ら

の

高

精

度

な

光

学

機

器

が

入

手

困

難

と

な

っ

た

た

め

、

国

内

で

の

製

造

が

急

務

に

。

以

後

、

光

学

レ

ン

ズ

な

ど

国

産

光

学

機

器

の

開

発

・

製

造

が

盛

ん

に

な

り

ま

す

。

昭

和

19

年

、

現

代

表

取

締

役

社

長

小

川

晃

弘

さ

ん

(

平

成

19

年

就

任

)

の

祖

父

も

、

地

元

静

岡

県

で

軍

の

指

示

を

き

っ

か

け

に

備

品

用

途

の

レ

ン

ズ

製

造

を

担

う

べ

く

工

場

を

創

業

す

る

こ

と

に

。

戦

後

は

工

場

の

設

備

を

活

か

し

、

一

般

向

け

の

カ

メ

ラ

や

双

眼

鏡

な

ど

の

レ

ン

ズ

製

造

工

場

へ

と

移

行

し

ま

し

た

(

現

在

は

閉

鎖

)
。

こ

の

工

場

で

後

継

者

と

し

て

従

事

し

、

の

ち

に

株

式

会

社

ア

ー

ア

ル

研

究

所

を

創

業

す

る

娘

婿

の

小

川

幸

一

さ

ん

(

現

取

締

役

会

長

)

は

、

当

時

の

町

工

場

の

体

質

や

体

制

が

、

レ

ン

ズ

加

工

技

術

の

発

展

に

は

そ

ぐ

わ

な

い

と

感

じ

、

独

立

を

決

意

。

よ

り

合

理

的

に

レ

ン

ズ

が

量

産

で

き

る

よ

う

、

当

時

出

稼

ぎ

が

多

か

っ

た

北

東

北

３

県

に

着

目

し

、

交

渉

を

進

め

ま

し

た

。

当

時

ま

だ

30

代

だ

っ

た

幸

一

さ

ん

の

交

渉

に

耳

を

傾

け

る

地

域

が

少

な

い

中

、

真

剣

に

耳

を

傾

け

、

土

地

の

紹

介

ま

で

し

て

く

れ

た

の

が

旧

大

東

町

。

昭

和

49

年

に

設

立

登

記

、

昭

和

52

年

に

同

町

渋

民

に

て

工

場

が

操

業

開

始

し

ま

し

た

。

「

コ

ツ

コ

ツ

と

忍

耐

強

く

仕

事

に

向

き

合

え

る

地

域

性

を

活

か

し

、

出

稼

ぎ

に

行

か

ず

と

も

地

元

で

技

術

と

収

入

を

得

ら

れ

る

よ

う

な

場

を

提

供

し

た

か

っ

た

」

と

、

父

・

幸

一

さ

ん

が

こ

こ

渋

民

を

選

ん

だ

理

由

を

晃

弘

さ

ん

は

振

り

返

り

ま

す

。

「

地

域

と

共

存

す

る

職

場

づ

く

り

」

を

推

進

す

る

同

社

で

は

、

社

員

有

志

で

地

域

の

神

社

な

ど

の

清

掃

活

動

を

行

う

ほ

か

、

平

成

30

年

に

は

、

同

社

が

製

造

し

た

レ

ン

ズ

を

用

い

た

児

童

向

け

の

工

作

品

「

厚

紙

で

作

る

望

遠

鏡

(

太

陽

系

の

惑

星

が

見

れ

る

本

格

派

)

」

を

大

東

町

内

の

小

学

校

へ

寄

贈

。

児

童

た

ち

が

地

元

の

製

造

業

へ

の

関

心

を

高

め

る

機

会

を

創

出

し

ま

し

た

。

コ

ロ

ナ

禍

に

は

、

同

社

が

製

作

し

た

ア

ク

リ

ル

仕

切

り

パ

ネ

ル

を

地

元

飲

食

店

へ

無

償

提

供

。

そ

の

ほ

か

「

50

年

も

の

間

お

世

話

に

な

っ

て

い

る

渋

民

に

感

謝

し

、

地

域

な

ら

で

は

の

文

化

を

守

る

お

手

伝

い

を

し

た

い

」

と

、

地

元

八

幡

神

社

の

奉

納

の

ぼ

り

旗

を

新

調

し

た

り

、

地

元

保

育

園

に

屋

内

遊

具

を

寄

贈

(

「

い

わ

ぎ

ん

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

私

募

債

」

を

活

用

し

て

の

地

域

貢

献

活

動

)

す

る

な

ど

、

様

々

な

地

域

貢

献

活

動

を

行

っ

て

い

ま

す

。

「

弊

社

の

製

品

は

、

販

売

元

が

大

手

メ

ー

カ

ー

の

た

め

、

社

名

は

表

に

出

ま

せ

ん

。

し

か

し

、

身

近

な

と

こ

ろ

で

使

用

さ

れ

、

世

界

中

で

も

使

用

さ

れ

て

い

る

レ

ン

ズ

が

、

地

元

渋

民

で

研

究

開

発

・

製

造

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

知

っ

て

い

た

だ

き

、

従

業

員

た

ち

に

も

誇

り

に

思

っ

て

も

ら

い

た

い

。

今

一

緒

に

働

い

て

い

る

若

い

世

代

に

も

、

こ

の

先

の

50

年

間

自

信

を

も

っ

て

社

会

・

世

界

と

取

引

が

で

き

る

よ

う

、

環

境

を

整

え

て

い

く

こ

と

が

私

の

役

目

で

す

ね

」

と

今

後

の

抱

負

を

語

る

晃

弘

さ

ん

。

個

々

の

能

力

や

特

性

に

配

慮

し

た

科

学

的

な

人

材

育

成

を

取

り

入

れ

、

世

界

レ

ベ

ル

の

製

品

製

造

を

続

け

て

い

き

ま

す

。

７

企業

紹介

株式会社 アーアル研究所大東

自動化分野(運転補助用車載カメラ、ロボット用カメラ、画像判別用カメラ)、

映像分野(写真・動画用交換レンズ、テレビカメラ、プロジェクター)、医療・

測定分野(顕微鏡、内視鏡、画像測定装置・分析機)の３分野において、各種製

品のキーパーツである光学レンズを製造。大東町渋民地区に本社工場を置き、

平成15年にはベトナムのハノイに海外工場を新設、香港には日本とベトナムの

拠点サポート事務所(受発注、資材調達機関)を構えています。本社従業員は70

名(海外派遣従業員、パート含め)で、男女比は同等。入社時には「DiSC理論(行

動特性のバランスで人の動機や欲求、その結果表れる行動を分析)」を用いた分

析を行い、個々の適性を活かした職場環境づくりに努めています。

社名社名社名社名にににに「「「「研究所研究所研究所研究所」。」。」。」。大東町渋民大東町渋民大東町渋民大東町渋民からからからから世界世界世界世界へへへへ

光

学

レ

ン

ズ

も

人

材

教

育

も

常

に

進

化

１

本社外観。工場敷地内には福利厚

生用の施設も複数完備。

DATA

〒029-0521

一関市大東町渋民字田中１番地

TEL 0191-75-3501

FAX 0191-75-3288

HP http://www.rtechnical.co.jp/

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第45454545話話話話

今月のテーマ

同社が手掛ける光学レンズの数々。

社員の研修も欠かしません。

代表取締役社長(二代目)小川晃弘

さん。

当市における当市における当市における当市における「「「「中間支援中間支援中間支援中間支援」」」」組織組織組織組織 ～「いちのせき市民活動センター」誕生秘話とともに～

地域企業の理念にせまります。

８

10

代

～

60

代

ま

で

の

男

女

が

働

き

地

域

貢

献

も

惜

し

ま

な

い

当センターが事業を開始したのは今から17年前。当時は、「「「「中間支援中間支援中間支援中間支援※」」」」というと‘‘‘‘NPONPONPONPOをををを支援支援支援支援するするするするNPONPONPONPO’’’’がメ

インの時代でした。「NPO法人せんだい・みやぎNPOセンター」や同法人が運営する「仙台市市民活動サポートセ

ンター」の取り組みが注目され、仙台モデルを追うように中間支援の取り組みが広がっていた時期です。岩手県

も同様で、岩手県岩手県岩手県岩手県におけるにおけるにおけるにおける中間支援中間支援中間支援中間支援のモデルのモデルのモデルのモデル事業事業事業事業としてとしてとしてとして当当当当センターもスタートセンターもスタートセンターもスタートセンターもスタートしました(当時は「きらめきサ

ポートステーション一関」という名称で、NPO法人レスパイトハウス・ハンズが受託)。一関市が合併した平成17

年の開設です(平成23年に藤沢町が加わり現在の一関市に)。

開設当初は仙台モデルに学び、「情報コーナー」を作ってみたり、「NPOマネジメント講座」などを開催しま

した。しかし、仙台モデルに倣おうとしても、当時の当センターは、JR一ノ関駅前にあるビル５階のワンフロア

を子育て支援団体と同居する形で、半分は子育て支援スペース。我々は、デスク１台とミーティングテーブルを

置くだけで、他の中間支援センターのようなNPOが利用する作業スペースや貸事務所などの拠点機能は持ち合わ

せていませんでした。

実際のところ、法人格を有する団体は自前の拠点を構えて事業を行っていることが多く、任意団体は地域の公

民館(現市民センター)などの公共施設で活動しており、仮に拠点を整備しても利用されることは少なかったはず。

また、合併後の一関市は東西で約90kmあり、地理的に考えても、一か所のみのいわゆる「NPO支援センター」は、

ニーズがなかったように思います。そもそも、地方都市においては、支援対象となるNPO自体が少なく、それも

相まって‘NPOの支援施設’と名乗っていながらも、駆け出しの我々にはノウハウもなく……。‘支援する’な

んて声を大きくして宣言できる自信はありませんでした(苦笑)。

結果的に、拠点整備をしなかったのが幸いとまでは言いませんが、拠点施設拠点施設拠点施設拠点施設にににに縛縛縛縛られずられずられずられず、、、、自自自自らがらがらがらが動動動動いていていていて回回回回るるるる体体体体

制制制制にすることができたにすることができたにすることができたにすることができたのは偶然の賜物です。

さて、開設して３年間は、活動内容を模索しながら「「「「人口人口人口人口12121212万人万人万人万人((((当時当時当時当時))))規模規模規模規模のまちにのまちにのまちにのまちに必要必要必要必要なななな『『『『中間支援中間支援中間支援中間支援』』』』とはとはとはとは

何何何何かかかか」」」」をずっと考えていた時期でもあります。中間支援と言えばNPO支援のイメージが強いのですが、上述のよ

うに一関ではNPO支援に特化してもニーズは低く、生活基盤生活基盤生活基盤生活基盤となるとなるとなるとなる‘‘‘‘地域地域地域地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ’’’’のののの支援支援支援支援をしていくをしていくをしていくをしていく必要必要必要必要

性性性性をずっと感じていました。そして平成20年、合併から３年が経過した一関市は、「「「「協働協働協働協働のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり」」」」をををを宣言宣言宣言宣言。

この時から一関市の委託(「市民活動推進事業」として同じくNPO法人レスパイトハウス・ハンズが受託し、当セ

ンターを開設)になり、地域協働支援地域協働支援地域協働支援地域協働支援としてとしてとしてとしてNPONPONPONPOとととと地域地域地域地域コミュニティのコミュニティのコミュニティのコミュニティの支援支援支援支援に本格的に取り組み始めたのです。

地域地域地域地域コミュニティとコミュニティとコミュニティとコミュニティとNPONPONPONPOはははは、、、、地域地域地域地域をををを支支支支えるえるえるえる主体主体主体主体のののの２２２２者者者者でありでありでありであり両輪両輪両輪両輪です。「テーマ型」の活動が基本であるNPOの

機能だけを強化しても、「地縁型」である地域コミュニティの機能は弱いまま。逆に、地域地域地域地域コミュニティのコミュニティのコミュニティのコミュニティの機能機能機能機能

強化強化強化強化にににに努努努努めていくとめていくとめていくとめていくと、「、「、「、「地縁型地縁型地縁型地縁型」」」」のののの中中中中からからからから「「「「テーマテーマテーマテーマ型型型型」」」」のののの取取取取りりりり組組組組みがみがみがみが生生生生まれまれまれまれ、、、、それがそれがそれがそれがNPONPONPONPOにににに成長成長成長成長していくことがしていくことがしていくことがしていくことが

あるあるあるあるので、双方双方双方双方をををを支援支援支援支援しししし、、、、互互互互いのいのいのいの必要性必要性必要性必要性をををを掛掛掛掛けけけけ算算算算していきたい。その考えは、いまも変わっていません。

地域運営の落とし穴㉙「中間支援」は、必要なのか？

２

３

少子化、高齢化、人口減少が進み、地域地域地域地域をををを支支支支えるえるえるえる主体主体主体主体のののの役割役割役割役割は整理されず、

人口が多かった時代のまま。果たして、そのままでいいのか？そして、中間支

援のあり方も17年前と同じでいいのか？一関のまちと地域と向き合い、中間支中間支中間支中間支

援援援援というというというという機能機能機能機能をどのようにをどのようにをどのようにをどのように活活活活かしていくのかかしていくのかかしていくのかかしていくのかを考え続けてきました。最近は、

「「「「地域地域地域地域コミュニティをコミュニティをコミュニティをコミュニティを支援支援支援支援するするするする中間支援機能中間支援機能中間支援機能中間支援機能」」」」が求められるようになってきて

います。そのためか、当センターに県内外から相談や問い合わせをいただくこ

とがあるのですが、「地域コミュニティを支援する中間支援があれば‘うまく

いく’」という発想は、落とし穴にはまるだけなのでご注意を。

むしろ、中間支援組織中間支援組織中間支援組織中間支援組織がががが無無無無くてもくてもくてもくても、、、、そのそのそのその機能機能機能機能をををを既存既存既存既存のののの主体主体主体主体がががが果果果果たすのであれたすのであれたすのであれたすのであれ

ばばばば、、、、それはそれでいいそれはそれでいいそれはそれでいいそれはそれでいいと我々は思っています。しかし地域の現実は、地域を支

える主体はあれど、‘隙間’が存在し、その‘隙間の処理’を見過ごしている

状態。既存の主体が担えれば良いのですが、業務量の都合もさることながら、

その‘隙間隙間隙間隙間’’’’にににに存在存在存在存在するするするする課題課題課題課題のののの難解難解難解難解ささささは、なかなかのものです。ゆえに中間支

援機能を担う組織が求められ続けるのでしょう。

※中間支援組織：明確な定義はないものの、内閣府

が平成13年に行った中間支援組織へのアンケート調

査においては、中間支援組織を「多元社会における

共生と協働という目標に向かって、地域社会とNPOの

変化やニーズを把握し、人材、資金、情報などの資

源提供者とNPOの仲立ちをしたり、また、広義の意味

では各種サービスの需要と供給をコーディネートす

る組織」と定義している。

最近でもよく見る光景ですが、平成24年
の当センター長小野寺です。当時も今
もやっていることは変わりませんね(笑)



古峯山講中古峯山講中古峯山講中古峯山講中

栃木県鹿沼市草久古峯ヶ

原「古峯神社(ふるみね

じんじゃ)」

火防火防火防火防のののの神神神神(日本武尊)をお祀りしているため大火大火大火大火のあったのあったのあったのあった地域地域地域地域でででで講中講中講中講中をををを組組組組

織織織織するするするするケースが多い。代参講中組織は全国に約２万あるとも。

三峯山三峯山三峯山三峯山((((神社神社神社神社))))

講中講中講中講中

埼玉県秩父市三峰「三峯

神社」

御眷属がオオカミオオカミオオカミオオカミ((((オイヌサマオイヌサマオイヌサマオイヌサマ))))であり、山里では猪鹿猪鹿猪鹿猪鹿よけよけよけよけ、町や村では

火防火防火防火防・・・・盗賊盗賊盗賊盗賊よけよけよけよけとして信じられる。

小牛田山講中小牛田山講中小牛田山講中小牛田山講中

((((≒≒≒≒山山山山のののの神講神講神講神講))))

宮城県遠田郡美里町「山

神社(やまのかみしゃ)」

山中安全を願う山林業山林業山林業山林業・・・・鉱山鉱山鉱山鉱山など男性を主とした講(農民にとっては田田田田のののの

神神神神)と、安産安産安産安産・・・・子授子授子授子授け・け・け・け・子育子育子育子育ててててを願う「「「「婦人講婦人講婦人講婦人講」」」」の二種類に分けられる。

伊勢講中伊勢講中伊勢講中伊勢講中

((((天照大神天照大神天照大神天照大神))))

三重県伊勢市「神宮(伊

勢神宮)」

皇祖神であり、日本人日本人日本人日本人のののの総氏神総氏神総氏神総氏神であるであるであるである天照大御神天照大御神天照大御神天照大御神がお祀りされ、江戸時

代には庶民の間で「「「「おおおお伊勢参伊勢参伊勢参伊勢参りりりり」」」」がががが大大大大ブームブームブームブームに。‘一生に一度は伊勢

へ’という憧れから、代参講中を組織して参拝に行く地域が多い。

出羽三山講中出羽三山講中出羽三山講中出羽三山講中

((((月山月山月山月山、、、、羽黒山羽黒山羽黒山羽黒山、、、、

湯殿山湯殿山湯殿山湯殿山))))

山形県鶴岡市羽黒町「出

羽三山神社」※羽黒山頂

に三山の神々を合祭

「出羽三山」は月山月山月山月山、、、、羽黒山羽黒山羽黒山羽黒山、、、、湯殿山湯殿山湯殿山湯殿山の三つの山の総称で、日本古来の

自然崇拝の山岳信仰山岳信仰山岳信仰山岳信仰に、仏教・道教・儒教などが習合した「「「「修験道修験道修験道修験道」」」」の

山。

その他 雷神、秋葉山講中、馬頭観音講中、志和稲荷講、恵比寿講、金華山講、鹿島講中、等

萱萱萱萱((((茅茅茅茅))))・・・・屋根屋根屋根屋根

無尽無尽無尽無尽

各自で萱を集めるのは大変であることから、メンバーで萱萱萱萱やややや縄縄縄縄をををを持持持持ちちちち寄寄寄寄

りりりり、春季一回(春秋のことも)古い屋根の家から順次萱替えしていった。

畳無尽畳無尽畳無尽畳無尽

畳畳畳畳のののの表替表替表替表替ええええを行うには一度にまとまった金額が必要になることから、一

定金額ずつ拠出し合い、順番順番順番順番にににに表替表替表替表替ええええを行った(～昭和40年代まで？)

米無尽米無尽米無尽米無尽

もちもちもちもち米頼母子米頼母子米頼母子米頼母子

米米米米をををを一定量一定量一定量一定量ずつずつずつずつ出出出出しあいしあいしあいしあい、当たりの人がもらうパターン(もらったお米は

現金化現金化現金化現金化することも)と、祝祝祝祝いいいい事事事事のためにもちのためにもちのためにもちのためにもち米米米米をををを貯貯貯貯めておきめておきめておきめておき、あたりの人

が使えるようにするというパターンも(祝い事のある人を優先)。

調度無尽調度無尽調度無尽調度無尽

おおおお膳膳膳膳、、、、畳畳畳畳、、、、ミシンミシンミシンミシン等等等等のののの調度品調度品調度品調度品をををを購入購入購入購入するためのもので、当たりの人はまままま

とまったとまったとまったとまった現金現金現金現金を入手できる。水害等水害等水害等水害等からのからのからのからの復旧復旧復旧復旧にも使用したとか。

その他 酒酒酒酒のみのみのみのみ無尽無尽無尽無尽、、、、車検無尽車検無尽車検無尽車検無尽、、、、同級会無尽同級会無尽同級会無尽同級会無尽、、、、旅行無尽旅行無尽旅行無尽旅行無尽 等

センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
73737373

市内の中高年層に、「講」や「頼母子」に関する地域の情

報をお伺いしたところ、そうした組織に何かしらの接点があ

る・あったという人を約30人見つけることに成功！各種組織

の概要を教えていただき、文献調査の内容とあわせて整理し

てみました。なお、講中・無尽ともに、高齢化とコロナ禍で

解散を選択する組織も増えていることがわかりました。

地域で話を聞いていると「昔は『〇〇講』の集まりがあったんだけど……」などと

いう話題が出ることが。宗教的な意味合いに聞こえることもあれば、交流機会のよう

な意味合いの時も。そこで市内各地でヒアリングを行ってみると、それらは大きく

「講(講中)」と「頼母子(≒無尽)」に分けられることが判明。しかも「頼母子」や

「無尽」になると、金融的な位置づけにも広がるのです……！庶民の暮らしとの関係

性を整理しました。 ※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

＜参考文献＞ 誌面スペースの都合上、ここでは割愛させていただき、当センターホームページにて掲載しております。
９10

「「「「講講講講((((講中講中講中講中))))」」」」

を整理してみたを整理してみたを整理してみたを整理してみた

「「「「頼母子頼母子頼母子頼母子((((≒≒≒≒無尽無尽無尽無尽))))」」」」

1 2 3

4 5

１)２) 厳美地区の某講中組織の「古峯神社講中代参

簿」。大正12年分から綴られている。

３) 厳美３区住民で組織する「古峯山滝ノ上講

中」で古峯神社に参拝旅行に行った際の集合写

真。昭和26年に結成し、当初は代表５人が代参

していたが、近年は会員全員に参加を募るよう

に。毎年２月の農閑期に、古峯神社の大祭に合

わせて行く。コロナ禍に入ってからは郵送祈祷

に切り替えているが、講中組織は存続している。

４) 室根13区自治会内の第６部落住民で組織す

る「萩倉馬場講中」。コロナ禍前は代参と御精

進を行っていたが、現在は郵送。代表者が会館

で「古峯神社」の掛け軸に手を合わせる。

５) 講中組織を結成した際には、組織の永続や

参拝を記念して石碑を建立することが多く、表

面には当該講中が信仰する神社等の名称と建立

年を、裏面には講中組織メンバーの氏名等が彫

られている(写真は厳美地区)。

当地域で行われている主要な講中

当地域においては、ヒアリング・文献調査あわせて少なくとも50505050種類以上種類以上種類以上種類以上のののの講中講中講中講中があり、うち上記にあげたような講中は小字レ

ベルから各地各地各地各地でででで複数存在複数存在複数存在複数存在するため、組織数組織数組織数組織数はははは優優優優にににに100100100100をををを超超超超えるえるえるえると推測。代参目的代参目的代参目的代参目的のののの講中講中講中講中も多いですが、年年年年２２２２回程度回程度回程度回程度のののの祭事祭事祭事祭事とととと「「「「御精御精御精御精

進進進進((((≒≒≒≒直会直会直会直会))))」」」」をををを行行行行うためのうためのうためのうための講中講中講中講中も多く存在していました。近年の代参講中は、旅行会社旅行会社旅行会社旅行会社からツアーからツアーからツアーからツアー商品商品商品商品がご案内されることも多

かったようですが、会員会員会員会員のののの高齢化高齢化高齢化高齢化にコロナにコロナにコロナにコロナ禍禍禍禍がががが相相相相まってまってまってまって、、、、「「「「郵送祈祷郵送祈祷郵送祈祷郵送祈祷」」」」へのへのへのへの切切切切りりりり替替替替ええええが進んでいました。

当地域で行われていた主要な頼母子(≒無尽)
講中と異なり、「「「「やっていたがやめたやっていたがやめたやっていたがやめたやっていたがやめた」」」」という声が多数。やっていても、近年は相互扶助の意味合いよりも、親睦や交流のため

のものしか存在しないようです。また、町史等の文献を見ると、そもそもは「「「「たのまれたのまれたのまれたのまれ無尽無尽無尽無尽」」」」として、負債整理負債整理負債整理負債整理やややや火災水害借財等火災水害借財等火災水害借財等火災水害借財等

のののの更生資金更生資金更生資金更生資金をををを調達調達調達調達すべくすべくすべくすべく、、、、親類縁者親類縁者親類縁者親類縁者やややや隣近所隣近所隣近所隣近所のののの人々人々人々人々にににに依頼依頼依頼依頼してしてしてして結成結成結成結成するするするすることも多かったようです。

「たのまれ無尽」の場合、１１１１

座目座目座目座目はははは頼頼頼頼んだんだんだんだ側側側側((((＝＝＝＝金品金品金品金品にににに

困困困困っているっているっているっている人人人人))))にににに当当当当たりたりたりたりがい

き、２２２２座目以降座目以降座目以降座目以降はクジはクジはクジはクジ引引引引きやきやきやきや

入札入札入札入札で当たりを決めたのだと

か(一度当たった人は対象外

で、返済のみ)。

現金等が必要な人にとって

は手軽な金品調達方法であり、

余裕金所持者にとっては有利

な貯蓄方法(利息つきの仕組

みもある)だったようです。

■

信

仰→

相

互

扶

助→

営

利→

交

流

「御精進」という名の「共同飲食」
の機会であることが多く、交流や
情報交換の場としても機能。女性
だけの御精進も多く、貴重な息抜
きの場だった可能性も。

一生に一度の機会を
みんなで創り出すための
仕組みだったはずですが、
現在は団体旅行が主
流。参拝前後に観光も
忘れません。

「積み立て」や
「貯蓄」的な意
味合いのものか
ら、利息もつい
た「金融」的な
ものまで幅広く
存在。賭博的な
ものも……。

※講中は氏子組織が
しっかりした神社ではな
く、「参拝して御札をい
ただいてきた」ものや、地
域でお祀りしている神様
に対して組織されるよう
です。

※「頼母子」は目的があって結成するので、

一巡したら目的達成で解散することも多い。

「

講

(

講

中

)

」

「

頼

母

子

」

「

無

尽

」

い

ず

れ

も

当

地

域

独

特

の

も

の

で

は

な

く

、

名

称

は

多

少

違

え

ど

、

全

国

的

に

行

わ

れ

て

い

た

も

の

で

す

。

『

日

本

史

広

辞

典

』

に

は

そ

れ

ぞ

れ

の

性

格

が

次

の

よ

う

に

記

さ

れ

て

い

ま

す

。

【【【【

講講講講

】】】】

本

来

本

来

本

来

本

来

はははは

経

典

経

典

経

典

経

典

をををを

講

説

講

説

講

説

講

説

す

る

す

る

す

る

す

る

僧

衆

僧

衆

僧

衆

僧

衆

のののの

集

会

集

会

集

会

集

会

の

こ

と

の

こ

と

の

こ

と

の

こ

と

。。。。

(( ((

中

略

中

略

中

略

中

略

)) ))

九

世

九

世

九

世

九

世

紀紀紀紀

にににに

入入入入

る

と

る

と

る

と

る

と

法

華

経

法

華

経

法

華

経

法

華

経

のののの

読

誦

読

誦

読

誦

読

誦

がががが

流

行

流

行

流

行

流

行

し

て

し

て

し

て

し

て

法

華

八

講

法

華

八

講

法

華

八

講

法

華

八

講

がががが

広広広広

ま

り

ま

り

ま

り

ま

り

、、、、

一一一一

般般般般

にににに

法

会

法

会

法

会

法

会

にににに

講講講講

のののの

名

称

名

称

名

称

名

称

を

つ

け

る

よ

う

に

を

つ

け

る

よ

う

に

を

つ

け

る

よ

う

に

を

つ

け

る

よ

う

に

な

っ

た

な

っ

た

な

っ

た

な

っ

た

。。。。

や

が

て

や

が

て

や

が

て

や

が

て(( ((

中

略

中

略

中

略

中

略

)) ))

さ

ま

さ

ま

さ

ま

さ

ま

ざ

ま

な

ざ

ま

な

ざ

ま

な

ざ

ま

な

信

仰

集

団

信

仰

集

団

信

仰

集

団

信

仰

集

団

に

も

に

も

に

も

に

も

用用用用

い

ら

れ

た

い

ら

れ

た

い

ら

れ

た

い

ら

れ

た

。。。。

【【【【

頼

母

子

頼

母

子

頼

母

子

頼

母

子

】】】】

頼

子

頼

子

頼

子

頼

子

・・・・

憑

子

憑

子

憑

子

憑

子

・・・・

憑

支

憑

支

憑

支

憑

支

と

も

と

も

と

も

と

も

。。。。

中

世

中

世

中

世

中

世

にににに

始始始始

ま

る

ま

る

ま

る

ま

る

金

融

方

式

金

融

方

式

金

融

方

式

金

融

方

式

。。。。

参

加

者

参

加

者

参

加

者

参

加

者

はははは

一一一一

つ

の

つ

の

つ

の

つ

の

講講講講

をををを

結

成

結

成

結

成

結

成

しししし

、、、、

毎

回

毎

回

毎

回

毎

回

のののの

会

合

会

合

会

合

会

合

でででで

懸

銭

懸

銭

懸

銭

懸

銭

をををを

出出出出

し

あ

っ

し

あ

っ

し

あ

っ

し

あ

っ

てててて

、、、、

抽

選

抽

選

抽

選

抽

選

ま

た

は

ま

た

は

ま

た

は

ま

た

は

入

札

入

札

入

札

入

札

でででで

参

加

者

参

加

者

参

加

者

参

加

者

のののの

一

人

一

人

一

人

一

人

にににに

配

当

配

当

配

当

配

当

す

る

す

る

す

る

す

る

。。。。

(( ((

中

略

中

略

中

略

中

略

)) ))

本

来

本

来

本

来

本

来

はははは

村

落

村

落

村

落

村

落

な

ど

の

な

ど

の

な

ど

の

な

ど

の

相

互

扶

助

相

互

扶

助

相

互

扶

助

相

互

扶

助

のののの

目

的

目

的

目

的

目

的

でででで

発

達

発

達

発

達

発

達

し

た

も

の

で

し

た

も

の

で

し

た

も

の

で

し

た

も

の

で

、、、、

寺

社

寺

社

寺

社

寺

社

のののの

修

繕

修

繕

修

繕

修

繕

費

用

費

用

費

用

費

用

のののの

調

達

調

達

調

達

調

達

に

も

に

も

に

も

に

も

利

用

利

用

利

用

利

用

さ

れ

た

が

さ

れ

た

が

さ

れ

た

が

さ

れ

た

が

、、、、

や

が

て

や

が

て

や

が

て

や

が

て

営

利

事

業

営

利

事

業

営

利

事

業

営

利

事

業

と

し

て

と

し

て

と

し

て

と

し

て

行行行行

うううう

事

例

事

例

事

例

事

例

がががが

増

加

増

加

増

加

増

加

す

る

す

る

す

る

す

る

。。。。

(( ((

中

略

中

略

中

略

中

略

)) ))

近

代

以

降

近

代

以

降

近

代

以

降

近

代

以

降

はははは

、、、、

無

尽

無

尽

無

尽

無

尽

のののの

呼

称

呼

称

呼

称

呼

称

がががが

支

配

的

支

配

的

支

配

的

支

配

的

にににに

な

る

な

る

な

る

な

る

。。。。

【【【【

無

尽

無

尽

無

尽

無

尽

】】】】

中

世

中

世

中

世

中

世

～～～～

近

代

近

代

近

代

近

代

をををを

通通通通

じ

て

じ

て

じ

て

じ

て

発

達

発

達

発

達

発

達

し

た

し

た

し

た

し

た

講

組

織

講

組

織

講

組

織

講

組

織

に

よ

る

に

よ

る

に

よ

る

に

よ

る

相

互

金

相

互

金

相

互

金

相

互

金
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っ
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子
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母

子

頼

母

子
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子
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混

用

混
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さ

れ

る

よ

う
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り

さ

れ

る

よ

う
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り

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

さ

れ

る
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う
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り
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会

合
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合
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共
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飲

食
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同

飲
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食
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仲
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仲
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仲
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え

ら
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た

え

ら

れ

た

え
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れ
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互

扶

助

的

互

扶

助

的

互

扶

助

的

互

扶

助
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庶

民

金

融

庶

民

金

融

庶

民

金

融

庶

民

金

融

と

し

て

と

し

て

と

し

て

と

し

て

普

及

普

及

普

及

普

及

す

る

す

る

す

る

す

る
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的

営
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的
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尽
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発

達

発

達

発

達

しししし

、、、、

近

世

近

世

近

世

近

世

に

は

に

は

に

は

に

は

射

倖

性

射

倖

性

射

倖

性

射

倖

性

(( ((
≒≒ ≒≒

ギ

ャ

ン

ブ

ル

ギ

ャ

ン

ブ

ル

ギ

ャ

ン

ブ

ル

ギ

ャ

ン

ブ

ル

性性性性

)) ))

をををを

高高高高

め

た

も
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は
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数
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数
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無

尽

無
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っ
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(

講
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っ
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た

「

講
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が
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れ
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縁
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講
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よ
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す
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、
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講
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の
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答
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け
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せ
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し
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